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b. 履修登録が面倒（学習要覧必須）

c. 何を履修したらよいか分からない
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a. 相談相手が乏しい　ー＞　掲示板で意見の共有

b. 履修登録が面倒　ー＞　そのサービスだけで履修登録が可能（脱学習要覧）、必修科目の自動登録

c. 何を履修したらよいか分からない　ー＞　履修すべき科目のサジェスト、四年間のコースマップ、 GPAシミュレーション

5. 実装（要求仕様）
a. 全体の設計

b. 具体的なアルゴリズム

6. まとめ・展望
a. （現在の実装状況）

b. 追加したい機能



晴れて大学に入学！



履修登録の際の問題点



電気通信大学の進級システムの煩雑さ

・類分け制度の存在

GPA順で希望の類に

振り分けられる

　

　　　　　　　



電気通信大学の進級システムの煩雑さ

・類分け制度の存在

GPA順で希望の類に

振り分けられる

　

　　　　　　　　研究室割り振り→

　　　　　　　

　　　　　　　　プログラム分け→　　

　　　　　　　　　　　　類分け→



履修登録の面倒さ

類分け・プログラム分け

→単位計算が複雑

・学習要覧

様々な情報が書いてある

→大きくて重い



科目を選ぶ困難さ

・行きたい研究室はどの科目を履修すれば

よいのか

・将来就職したい企業にはどのような知識が

必要なのか

が分からないことが多い



~提案~
履修登録サポートサービス



~目的~
本サービスで解決できること



履修登録における問題点

・履修登録が面倒

　⇒　

・何を履修したらよいか分からない　

　⇒　

・相談相手が乏しい　

　⇒　



履修登録の煩雑さの解決

1) 本サービスだけで履修登録を可能に

　・現状は学務情報システム＋学習要覧＋α(各プログラムのサイト等)

　・関連機能を一括化し、わかりやすく

一括化



履修登録の煩雑さの解決

2)　必修科目の自動登録

    ・現状は必修科目も登録する必要あり⇒登録忘れが発生

　・自動で登録することで登録する手間を省ける

　

必修科目の
登録は面倒

自動登録



履修登録の煩雑さの解決

3)　モデルケースからワンクリックで登録可能に

    ・現状は1科目ずつ個別に登録

　　　⇒面倒・時間がかかる

　・モデルケースの中から選択し、まるごと仮登録

　・仮登録した中で個別に削除・追加したうえで登録

　

選択二外1

⇒　簡潔・スピーディーに登録！



科目選択の困難さの解決

1)　履修科目のサジェスト

    ・類・プログラム

　・将来の希望進路

　・取りたい資格

　

取るべき科目を推薦



科目選択の困難さの解決

2)　四年間のコースマップ

3)　GPAシミュレーション

　・履修登録する前に比較検討が可能



相談相手が乏しいことの解決

1)　電子掲示板の導入

 ・各科目に関する掲示板

　⇒科目ごとにコミュニケーションの場を提供

 ・履修生だけの掲示板

 ・上級生や教員も参加できる掲示板

　⇒相談できるように
    

　



~実装~



時間割のテンプレートとおすすめ機能

例：3年前期　Ⅱ類情報通信工学プログラム



時間割のテンプレートとおすすめ機能

例：3年前期　Ⅱ類情報通信工学プログラム



科目データの作成とコースマップの提案

・シラバス内の講義情報をデータ化

例　波動と光



科目データの作成とコースマップの提案

・提案するコースマップのイメージ



~まとめ~



履修登録における問題点の解決

・履修登録が面倒

　⇒　本サービスのみで履修登録可能、必修科目の自動登録、

　　　モデルケースからワンクリックで登録

・何を履修したらよいか分からない　

　⇒　履修すべき科目のサジェスト、四年間のコースマップ、GPAシミュレーション

・相談相手が乏しい　

　⇒　掲示板で意見の共有



現在の実装状況と今後追加したいもの

・時間割のテンプレートとおすすめ機能

→全ての類、プログラムでのテンプレート作成

・科目データの作成とコースマップの提案

→全ての科目データ作成



ほかに追加したいもの

・掲示板

　　授業ごとの掲示板で学生が相談できるもの

　　


